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旭
川
支
部
研
究
大
会
が
十
一
月
十

一
日
（
金
）
に
、
旭
川
市
立
北
星
中

学
校
（
岩
田
俊
二
校
長
）・
旭
川
市
立

東
光
小
学
校
（
古
川
慎
一
校
長
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
共
に
学
び 
関

わ
り
合
い 

持
続
可
能
な
社
会
を
生

き
抜
く
児
童
・
生
徒
の
育
成
」
を
大

会
主
題
に
、
全
道
各
地
か
ら
約
二
百

名
の
参
加
者
を
迎
え
、
四
本
の
公
開

授
業
と
研
究
協
議
、
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

北
星
中
学
校
の
第
三
学
年
理
科

「
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
上
原
丈
典

教
諭
）
で
は
、
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
互
の
移
り
変
わ

り
を
仕
事
量
と
関
連
付
け
な
が
ら
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
は
運
動
す 

            

る
物
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
摩
擦
力
が

働
く
こ
と
か
ら
、
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
以

外
の
音
や
熱
な
ど
に
変
換
さ
れ
保
存
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
、
実
社
会
・

実
生
活
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
考
え
る
授

業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 
東
光
小
学
校
で
は
、
第
二
学
年
、
第
三

学
年
、
第
五
学
年
が
授
業
を
公
開
し
ま
し

た
。
第
二
学
年
生
活
科
「
あ
そ
び
の
た
つ

人
あ
つ
ま
れ
」
（
青
栁
紘
子
教
諭
）
は
、

身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
遊

び
を
創
り
出
し
て
い
く
中
で
、
「
動
く
」

お
も
し
ろ
さ
や
友
達
と
遊
び
、
交
流
す
る

よ
さ
な
ど
に
気
付
く
こ
と
を
ね
ら
っ
た

内
容
で
し
た
。
学
習
中
に
は
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
お
も
ち
ゃ
に
歓
声
が
上
が
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
は
生
き
生
き
と
学
習
に 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

ま
た
、
公
開
授
業
後
は
、
中
学
校
と

小
学
校
の
低
・
中
・
高
の
各
四
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
た
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、

授
業
に
つ
い
て
の
活
発
な
討
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
視
学
官 

田
村 

学
氏
が
「
学

習
指
導
要
領
改
訂
の
動
向 

～
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
不
断
の
授

業
改
善
～
」
と
題
し
、
次
期
学
習
指
導

要
領
に
向
け
た
最
新
の
情
報
は
も
と
よ

り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
大

切
な
視
点
や
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
等

を
、
フ
ロ
ア
を
巻
き
込
み
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

旭
川
で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て
で

し
た
が
、
実
り
多
い
大
変
意
義
の
あ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
大
会
に
お
力

添
え
い
た
だ
い
た
皆
様
、
多
く
の
参
加

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

第
三
学
年
理
科
「
電
気
の
通
り
道
」

（
上
森
慎
詞
教
諭
）
は
、「
豆
電
球
を

使
っ
た
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
」
で
単
元

を
貫
く
目
標
に
設
定
し
、
学
習
が
進

む
と
と
も
に
、
獲
得
し
た
知
識
・
技

能
を
活
用
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
す

る
と
い
う
単
元
構
成
の
も
と
に
行
わ

れ
た
授
業
で
し
た
。
本
時
は
、「
回
路

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
最
終
整
理

を
行
い
、
次
時
の
も
の
づ
く
り
へ
の

意
欲
を
喚
起
す
る
場
面
と
な
り
ま
し

た
。 

 

第
五
学
年
理
科
「
電
流
が
生
み
出

す
力
」（
沼
田
朋
樹
教
諭
）
は
、
電
磁

石
の
強
さ
の
変
化
に
つ
い
て
、
仮
説

を
も
と
に
実
験
計
画
を
立
て
、
結
果

を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
の
要
因
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

授
業
終
盤
に
は
、
互
い
の
考
察
か
ら

よ
り
妥
当
な
結
論
を
導
き
出
す
対
話

的
な
学
び
が
垣
間
見
え
た
授
業
で
し

た
。 

旭川支部 公開授業研究大会開催 

鹿
追
町
に
て 

 
 
 
 
 

道
内
視
察
実
施 

 

七
月
二
十
九
日
（
金
）
・
三
十
日
（
土
）

に
開
発
部
会
担
当
に
よ
る
今
年
度
の
道
内

視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、「
鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
」

に
あ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
視
察
し

ま
し
た
。 

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
乳
牛
ふ
ん
尿

を
適
正
処
理
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
「
一
石
五
鳥
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
合

言
葉
に
、
農
業
生
産
力
の
向
上
や
地
球
温
暖

化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、
地
域
経

済
活
性
化
の
推
進
に
も
貢
献
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
施
設
の
素
晴
ら
し
さ
に
一
同
驚
か

さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
更
な
る
有
効
活
用
を

推
進
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
は
本
会
会
員
以
外
の
参
加
者

も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
た
い
へ
ん
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

東光小での開会式 

北星中 3年生の授業を見つめる田村視学官 

東光小 2年生生活科の授業 

授業後の東光小体育館における研究協議 

乳牛のふん尿が施設に搬入される 
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北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
委
員

会
で
は
、
新
入
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
問
題
に

関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
と

一
緒
に
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
、
左
記

北
海
道
エ
ナ
ジ
ー
ト
ー
ク
21
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日
（
土
）
十
三

時
～
十
六
時
に
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
に

て
研
究
部
会
所
管
の
勉
強
会
を
実
施
し
た
。 

内
容
は
三
部
構
成
で
、 

①
研
究
実
践
発
表
と
し
て
、
「
技
術
史
教
育

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
実
践

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」
―
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
テ

ー
マ
と
し
て
―
と
題
し
て
、
道
南
支
部
七

飯
町
立
大
沼
中
学
校
鈴
蘭
谷
分
校
、
佐
藤

和
敏
教
諭
の
発
表
。 

②
授
業
実
践
発
表
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ

デ
ル
校
の
十
一
月
十
八
日
の
札
幌
市
立

和
光
小
学
校
の
理
科
四
年
「
電
気
の
は
た

ら
き
」
菊
地
高
志
教
諭
、
理
科
六
年
「
電

気
の
利
用
」
石
岡
真
治
教
諭
、
十
二
月
二

日
の
札
幌
市
立
白
石
中
学
校
の
理
科
と 

研
究
部 

勉
強
会
開
催 

 

社
会
の
発
展
学
習
三
年
「
未
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
利
用
」
森
山
正
樹

教
諭
、
大
石
広
大
教
諭
の
授
業
の
報

告 

③
講
演
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
社
会

創
造
の
当
事
者
）
の
視
点
に
立
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」
日
本
体
育

大
学
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
児
童

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
、
角
屋
重
樹
教

授
の
ご
講
演
で
し
た
。 

 

七
飯
町
立
大
沼
中
学
校 鈴

蘭
谷
分
校 

佐
藤
和
敏
先
生
の
実
践
発
表
内
容 

 
 

平
成
二
十
年
度
に
告
示
さ
れ
た
中
学

校
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
技
術
科
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
重
要
性

が
高
ま
っ
た
が
、
授
業
の
実
践
数
を
増

や
す
だ
け
で
な
く
、
科
学
的
理
解
に
よ

っ
て
基
礎
学
力
を
育
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
原
子
力

発
電
や
火
力
発
電
の
内
容
を
い
き
な
り

学
習
す
る
の
で
は
な
く
、
発
明
当
初
の

蒸
気
機
関
を
取
り
上
げ
る
と
、
仕
組
み

が
分
か
り
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
新
し

い
技
術
に
対
し
て
も
本
質
か
ら
捉
え
、

将
来
の
技
術
を
創
造
す
る
力
が
身
に
付

く
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
は
技
術
科
と

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
技
術
史
教
育

を
取
り
入
れ
て
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
イ

ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
る
授
業

の
実
践
で
あ
る
。 

 

           

（
昔
は
、
荷
物
の
運
搬
に
牛
や
馬
を
使
っ

て
い
た
こ
と
を
確
認
後
） 

（
教
師
）
蒸
気
機
関
車
の
お
か
げ
で
ど
ん

な
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

 

（
生
徒
）
動
物
よ
り
物
を
多
く
運
べ
ま

す
。
早
く
運
べ
ま
す
。 

蒸
気
機
関
の
仕
組
み
を
説
明 

（
教
師
）
電
車
と
比
べ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
？ 

（
生
徒
）
早
い
で
す
。
も
っ
と
物
を
運
べ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
教
師
）
と
こ
ろ
で
、
蒸
気
機
関
車
の
燃

料
は
石
炭
で
す
が
、
電
車
は
な
ん
で
す

か
？ 

 

こ
の
対
話
の
後
、
校
舎
内
を
探
索
し
、

身
の
回
り
の
電
車
（
電
化
製
品
）
に
つ
い

て
学
習
さ
せ
た
。
授
業
終
了
時
に
は
、
火

力
発
電
の
仕
組
み
を
自
ら
発
表
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
生
徒
に
と
っ
て
一
見
複
雑

で
難
し
い
と
思
わ
れ
る
学
習
課
題
に
対

し
て
も
、
歴
史
的
に
丁
寧
に
取
り
上
げ
る

こ
と
で
理
解
が
促
さ
れ
た
と
い
え
る
。 

 

日
本
体
育
大
学
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科 

 
 

角
屋
重
樹
教
授
の
講
演
内
容 

 

①
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続

可
能
な
発
展
の
た
め
の
教
育
）
の
課

題 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
で
扱
わ
れ
て
い
る
学
習

指
導
の
例 

 

・
環
境
に
関
す
る
実
践 

 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
実
践 

 

・
国
際
理
解
に
関
す
る
実
践 

 

・
自
然
災
害
に
関
す
る
実
践 

 

・
防
災
に
関
す
る
実
践 

 

学
習
指
導
に
お
け
る
「
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
に
」
扱
え
ば
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
と
い
え
る
の
か
が
不
明
確
で
あ

り
、
成
立
要
件
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る 

②
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
成
立
要
件 

 

学
習
指
導
で
重
視
す
る
能
力
態
度 

 

・
批
判
的
に
考
え
る
力 

 

・
未
来
像
を
予
測
し
て
計
画
を
立
て

る
力 

 

・
多
面
的
、
総
合
的
に
考
え
る
力 

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
力 

 

・
他
者
と
協
力
す
る
力 

 

・
つ
な
が
り
を
尊
重
す
る
力 

 

・
進
ん
で
参
加
す
る
力 

前日に開催された白石中での授業 

佐藤和敏先生の実践発表 

角屋重樹教授のご講演を聴く参会者 

 

新
入
会
員
募
集 


